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本日の話題

1. 生涯学習小委員会の紹介

2. 学習支援活動事例
① ビデオ教材プロジェクト（FCC）
② 環境紙芝居（宇都宮工業高校）

③ コンクリートのはなし（宇都宮大学）

④ アーチ橋のはなし・川のはなしと実験（足利工業大学）

⑤ ペーパーブリッジコンテスト（東京工業大学）

⑥ 多摩川水辺安全講座（国土交通省・建設技術研究所）

⑦ 防災のはなし・水のよごれ調べ（当小委員会・栃木会）

3. まとめ



生涯学習小委員会の概要

小中学校の「総合的な学習の時間」および理
科・社会などの教科教育における学習支援

くらしと土木に関する市民や小中学生のため
の地域活動紹介

土木と生涯学習のかかわりに関する調査研究

学習支援を通じて

低年齢層に“土木”をPR！



平成19年度活動状況

初等教育学習支援に関する調査

支援活動事例の蓄積

他機関との連携



支援活動事例の蓄積

小委員会のメンバーが出前授業を実施。

総合学習支援だけでなく、理科の学習支援活
動も実施。

小学校に対するPR活動。

教員を対象とした研修講座。



ビデオ教材プロジェクト
（FCC）

小・中・高校生に“土木”を正しく理解してもら
いたい。

土木の大切さや社会基盤整備の必要性。

土木・社会基盤整備に関するプロジェクト、事
業、技術に関する記録を収集整理。

「総合的な学習の時間」の教材提供支援 。

大阪・兵庫・奈良を中心に’02～’06で約10件。



ビデオ教材プロジェクト
（FCC）



環境紙芝居
（宇都宮工業高校・栃木会）

高校生に対する環境教育・部活動の一環。

（土木研究クラブ・ISO14001）
使用済みの紙 → 手作りの再生紙（紙漉き）。

環境をテーマとした自作の紙芝居を作成。

講師は高校生。

小学校３～６年生60名程度を対象。

総合学習・地域のイベントなど。

宇都宮市周辺で年間10件程度。（H14～）



環境紙芝居
（宇都宮工業高校・栃木会）



コンクリートのおはなし
（宇都宮大学・栃木会）

コンクリート教育研究小委員会の活動が端緒。

報告書：コンクリート技術シリーズNo.60。
藤原先生が栃木会の活動に導入。

大学院生中心の学習支援活動。

小学校３～６年生100名程度を対象。

宇都宮市・鹿沼市・日光市で年間数件。（H16～）

教材事例



コンクリートのおはなし
（宇都宮大学・栃木会）

授業風景



アーチ橋のはなし
（足利工業大学・栃木会）

栃木会の活動事例。

PR活動によって出前授業が実現。

（宇大・藤原先生のつながり）

「総合学習」ではなく「理科」の学習支援。

（単元：流れる水のはたらき←かなり無理）

小学校５年生50名程度を対象。（H18・1件）

教材事例



アーチ橋のはなし
（足利工業大学・栃木会）

日光市立落合東小学校



川のはなしと実験
（足利工業大学・栃木会）

栃木会の活動事例。

PR活動によって出前授業が実現。

（平成１９年９月・足利市内の小学校・県の支援）

「総合学習」ではなく「理科」の学習支援。

（単元：流れる水のはたらき）

小学校５･６年生40名程度を対象。 （H19・2件）

教材事例



川のはなしと実験
（足利工業大学・栃木会）

筑波小学校 大月小学校



ペーパーブリッジコンテスト
（東京工業大学）

大田区を通じて出前授業の依頼。

理科の特別授業「おもしろ理科教室」。

川島先生（教育企画・人材育成委員会委員長）
の研究室で実施。（助教1名・大学院生5名）

小学校６年生100名程度を対象。 （H19・1件）



ペーパーブリッジコンテスト
（東京工業大学）

大田区立赤松小学校



ペーパーブリッジコンテスト
（東京工業大学）

大田区立赤松小学校



ペーパーブリッジコンテスト
（東京工業大学）

大田区立赤松小学校



多摩川水辺安全講座
（京浜河川事務所・建設技術研究所）

土曜研修「多摩川とふれあおう」の一環。

多摩川流域の学校教員（23名）を対象。（H19）
目的：①多摩川の楽しさを知る。②川で安全に
活動する方法を知る。

安全用具の取り扱い説明。（ライフジャケット・ス
ローロープ）

救助体験（溺れ体験を含む）。

川下り体験。（ラフティングボート）



多摩川水辺安全講座
（京浜河川事務所・建設技術研究所）



多摩川水辺安全講座
（京浜河川事務所・建設技術研究所）



多摩川水辺安全講座
（京浜河川事務所・建設技術研究所）



他機関との連携

学習支援は地域に根ざした活動が重要。

学習支援のための地域拠点形成。

小学校

国土交通省土木学会



防災のはなし・水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）

地域拠点（宇都宮地区）の活動事例。

生涯学習小委員会と関東地方整備局の連携に
よって出前授業が実現。

藤原先生（宇大）・関東地整→落合東小（日光）

関東地整・建設技研で実施。

総合学習の枠内での授業。

小学校３･４年生各40名程度を対象。 （H20）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



防災のはなし
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



水のよごれ調べ
（関東地方整備局・建設技術研究所）



まとめ

多くの土木関係者が学習支援活動を実施。

現場教員との個人的な信頼関係など、地域
のネットワークがキーポイント。

身近な話題を盛り込んだ教材作り。

小学生は好奇心に溢れており、大変積極的。

“理科離れ”は教員の問題。



今後の検討課題や問題点

人的パワーが過剰？

支援活動の継続性？

担当者を支援する仕組みやツール？

出前授業の情報集約？

関係者のネットワークづくり？



連絡先（末武）

〒326-8558
栃木県足利市大前町268-1
足利工業大学都市環境工学科

末武義崇

Tel. 0284-62-0609（327）
Fax. 0284-64-1061
E-mail: ysuetake@ashitech.ac.jp
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